
芦屋小学校入学式　（平成３０年４月１２日撮影）

  

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧ください。

　なお、配信は本会議終了から７日後（休日のぞく）

になります。
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福岡県芦屋町議会

３月定例会
□３０年度こんなことやります　　   P ２～

□ 3 月定例会

□７人が町政を問う（一般質問 )　　 P １１～

□ 町かどインタビュー　　　　　　 P ２０～



　

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 81 億 1200 万円 1.8％

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 3億 215 万円 ▲ 91.8％

国民健康保険特別会計 16 億 7326 万円 ▲ 19.9％

後期高齢者医療特別会計 2億 3974 万円 1.7％

国民宿舎特別会計 1億 3311 万円 ▲ 55.9％

給食センター特別会計 1億 3714 万円 1.0％

モーターボート競走事業会計 967 億 9273 万円 9.9％

公共下水道事業会計 7億 4161 万円 2.4％

注２

30年度の予算状況 ※１万円未満　切り捨て

未来のため　　に全力で！
年度こんなことやります。    一般会計 81 億 1200 万円

　
第
１
回
定
例
会
が
、
平
成
30
年
３
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
・
７
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
28
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主な導入内容

◇デジタル教科書の導入　◇ＩＣＴ支援員の導入（各校に 1名）

◇電子黒板の導入（普通教室と特別教室に導入）

財源

福岡県電子黒板活用実証研究費補助金、町費

※注１　町費：モーターボート競走事業会計からの収益の一部。

ＩＣＴ教育導入事業　　　　３３００万円

注１

※注２　地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計

　病院が借り受ける過疎債や病院債を町を経由して病院に支出する会計。

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです平成 30 年 5月 15 日　第 197 号 ②



一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

未来のため　　に全力で！
年度こんなことやります。    一般会計 81 億 1200 万円30

一般会計歳出（使いみち）一般会計歳入（財源）

主な改修内容

◇メインアリーナ、サブアリーナに輻射式冷暖房を導入し、耐震天井に改修

◇総合体育館の屋根や床等、中央グラウンド周辺施設、みどりの広場内各施設を改修

◇トレーニング室機器の入れ替え、増設　◇移動式バスケットゴールの入れ替え

財源

国庫支出金（防衛施設周辺対策事業補助金）、地方債（過疎債、緊急防災・減災事業債）、町費

総合体育館等施設改修工事　７億５０００万円
３
月
定
例
会

議会だよりあしやです平成 30 年 5月 15 日　第 197 号③

歳出（目的別）歳入

その他
6736万円

地方消費税交付金
2億5128万円

町債
13億940万円

県支出金
3億4728万円

依存財源65%

町税
12億1358万円 自主財源35%

繰入金
4億5607万円
使用料ほか
2億4446万円

国庫支出金
12億5022万円

81億1,200万円
その他

9億5235万円

地方交付税
20億2000万円

その他
8億2361万円

民生費
20億4529万円

公債費
6億4130万円

衛生費
6億5027万円

土木費
9億58万円

総務費
12億8127万円

81億1200万円

教育費
17億6968万円



◆
総
合
体
育
館
改
修
工
事

な
ぜ
、
総
合
体
育
館
の
大
規
模

改
修
を
行
う
の
か
。

開
館
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
屋

根
や
床
等
が
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
。
輻ふ
く
し
ゃ射
式
冷
暖
房
の
導
入
や
耐
震

天
井
に
す
る
な
ど
施
設
の
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

工
事
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
財
源
措
置
は
ど

う
な
る
の
か
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

整

備

工

事

等

を

含

め
、

計

8
億
8
０
０
０
万
円
と
な
る
。
財
源
措

置
は
防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
補
助

金
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
、
過
疎

債
等
を
充
て
る
。

◆
出
産
祝
金

出
産
祝
金
を
商
品
券
で
支
給
し

て
い
る
が
、
現
金
支
給
な
ど
意

見
や
要
望
を
聞
い
た
か
。

申
請
者
に
尋
ね
た
こ
と
は
あ
る

が
、
毎
日
の
買
い
物
や
車
検
な

ど
に
使
わ
れ
る
と
い
う
答
え
で
あ
っ

た
。
町
内
の
商
工
振
興
の
た
め
に
も
、

現
金
よ
り
町
内
で
使
え
る
商
品
券
が
良

い
と
考
え
て
い
る
。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

30
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
内
容
は
。

情
報
機
器
導
入
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
派
遣
業
務
委
託
お
よ
び

電
子
黒
板
等
の
リ
ー
ス
を
行
う
。

・
情
報
機
器
導
入
事
業
：
教
員
用
デ
ジ

　
タ
ル
教
科
書
を
購
入
す
る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
派
遣
業
務
委
託
：
各

　
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
1
名
常
時

　
配
置
し
、
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

・
電
子
黒
板
等
リ
ー
ス
：
各
学
校
の
普

　
通
教
室
、
特
別
支
援
教
室
、
特
別
教  

　
室
（
理
科
室
等
）
に
電
子
黒
板
を
導

　
入
す
る
。（
使
用
開
始
は
30
年
度
2

　
学
期
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
教
育
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
生
ま
れ
る
の
か
。

電
子
黒
板
を
導
入
し
、
授
業
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、

視
覚
化
す
る
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す
い

授
業
と
な
り
、
教
育
効
果
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
授
業
の
準
備
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
教
師
が
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
が
多
く
確
保
で
き
る
。

◆
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

備
品
購
入
費
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
。現

在
、
担
当
者
の
引
き
出
し
や

脇
机
で
個
別
管
理
さ
れ
て
い
る

文
書
を
、
組
織
単
位
で
共
有
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
担
当
者
不
在
時
で
も
文
書

を
検
索
で
き
る
組
織
管
理
に
移
行
す
る

た
め
、29
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
、

文
書
管
理
の
手
法
で
あ
る
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
分
類
整

理
し
た
文
書
を
保
管
す
る
統
一
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
全
課
に
整
備
す
る
。

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

答 問 30
年
度
予
算
　
質
疑
・
討
論

問

答

答

問

問

答答

問答

ファイリングシステムで導入したキャビネット

　導入前

問

一
般
会
計
予
算　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

注
３

※
注
３
　
輻
射
式
冷
暖
房

　
熱
移
動
の
原
理
を
利
用
し
た
空
調
方

式
。
暖
房
は
輻
射
パ
ネ
ル
に
温
水
を
流

し
、
冷
房
は
冷
水
を
流
す
。

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです ④平成 30 年 5月 15 日　第 197 号



◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
、
な
ぜ

増
員
す
る
の
か
。

現
在
、
2
名
体
制
で
任
期
が
30

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
30
年

10
月
1
日
か
ら
２
名
を
追
加
採
用
し
、

半
年
間
は
現
在
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
合
わ
せ
4
名
体
制
と
な
る
。
ま
た
、

隊
員
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
特
別
交
付
税
の
算
定
対
象
に
な

る
。

【
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
】　

　
　
　
　
　 

松
岡
泉
議
員

　
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
町
民
が

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
総
合
体
育
館
等
施
設
整

備
事
業
や
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関
わ
る
情
報
機
器
導
入

事
業
費
の
計
上
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
沿
っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
総
合

体
育
館
や
そ
の
周
辺
の
施
設
は
、
災
害

発
生
時
の
避
難
所
と
し
て
十
分
な
機
能

を
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の

視
点
か
ら
も
賛
成
で
あ
る
。

【
幼
児
か
ら
の
教
育
費
等
の
負
担
に
力

を
注
ぐ
べ
き
だ
】　
　 

妹
川
征
男
議
員

　
出
産
祝
金
事
業
５
０
０
万
円
は
出
産

意
欲
を
高
め
る
。
し
か
し
祝
金
は
、
商

品
券
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
区
加
入
率

向
上
の
た
め
に
、
区
民
で
あ
る
こ
と
が

前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
住
み
た
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
幼
児

か
ら
の
教
育
費
な
ど
の
公
費
負
担
に
力

を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
借
金
し
て
の
祝

金
は
バ
ラ
マ
キ
予
算
で
あ
る
。

　

芦

屋

港

活

性

化

推

進

費

の

１
２
０
０
万
円
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ

の
委
託
料
で
あ
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
丸
投
げ
す
る
よ
う
な
も
の
。
29

年
度
も
約
１
１
０
０
万
円
計
上
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
芦
屋
港
が
レ
ジ
ャ
ー
港
と
し
て
成
り

立
つ
の
か
。

【
や
る
気
の
う
か
が
え
る
予
算
で
あ
る
】

辻
本
一
夫
議
員

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
環
で
電
子
黒
板
を

小
中
学
校
に
設
置
し
、
児
童
・
生
徒
の

授
業
へ
の
関
心
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
移
住
・
定
住

促
進
関
連
費
や
通
学
費
補
助
費
、
出
産

祝
金
の
増
額
は
町
民
の
生
活
環
境
へ
の

支
援
策
で
あ
る
。「
芦
屋
港
活
性
化
推

進
室
」
の
新
設
は
、
執
行
部
の
や
る
気

が
う
か
が
え
る
た
め
、
本
予
算
に
賛
成

す
る
。

夢
リ
ア
・
プ
ラ
ザ
基
本
設
計
の

業
務
内
容
お
よ
び
目
指
す
方
向

性
は
。ボ

ー
ト
レ
ー
ス
業
界
で
は
、
30

キ
ロ
圏
域
で
の
商
域
拡
大
、
新

規
フ
ァ
ン
獲
得
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
受
け
皿
と
し
て
夢
リ
ア
・
プ
ラ
ザ

を
考
え
て
い
る
。夢
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

独
立
型
の
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
音
響
等
の
改
修
を
行
う
。
プ
ラ

ザ
に
つ
い
て
は
、
親
子
向
け
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
を
整
備
す

る
。

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会

計
予
算　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

問答

賛
成
討
論

問答

地域おこし協力隊の活動様子

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです⑤ 平成 30 年 5月 15 日　第 197 号



　

　

芦
屋
中
央
病
院
下
の
芦
屋
方
面

に
向
か
う
バ
ス
停
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
に
屋
根
は
設
置
し
な
い
の
か
。

バ
ス
停
の
後
ろ
が
、
崖
面
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
屋
根
を
設
置
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
。

バ
ス
停
を
コ
ン
ビ
ニ
の
エ
リ
ア

内
に
移
動
し
、
屋
根
を
設
置
で

き
な
い
の
か
。

警
察
と
協
議
し
た
が
、
交
差
点

に
近
い
た
め
、
設
置
で
き
な
い
。

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

問答

補　正

予　算

５
０
０
０
万
円
減
額

29
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

　
　
　
　

80
億
４
２
０
０
万
円

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　職員退職金　 ３００４万円

　国民健康保険特別会計繰出金
　（国民健康保険特別会計の赤字補填分を一般会計　
　より繰り入れる）

２９０９万円

　国民宿舎特別会計繰出金
　（休館による休業補償額等を一般会計より繰り入れ
　る）

２５７２万円

　工事請負費入札結果による減額　 ▲４６２１万円

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問答

　
歳
入
で
は
、町
税
７
８
６
万
円
、緑
ヶ

丘
団
地
12
棟
火
災
保
険
金
２
６
０
５
万

円
を
増
額
し
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
過

疎
債
ハ
ー
ド
分
等
の
減
額
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
退
職
手
当
や
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
赤
字
補
て
ん
の

た
め
の
繰
出
金
、
国
民
宿
舎
特
別
会
計

繰
出
金
を
増
額
し
、
年
度
末
の
所
要
額

確
定
に
よ
る
不
用
額
を
減
額
計
上
し
て

い
ま
す
。

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

若松方面に向かう芦屋中央病院下バス停

芦屋方面に向かう芦屋中央病院下バス停

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです ⑥平成 30 年 5月 15 日　第 197 号



国
民
宿
舎
の
休
館
に
伴
い
、
休

業
補
償
と
家
賃
減
額
（
指
定
管

理
者
納
入
金
）が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

理
由
と
金
額
は
。

休
業
補
償
は
、
休
館
中
の
固
定

経
費
分
で
１
７
１
０
万
円
。
ま

た
家
賃
減
額
は
、
休
館
中
87
日
分
の
指

定
管
理
者
納
入
金
で
６
１
１
万
円
で
あ

る
。

指
定
管
理
者
か
ら
要
求
さ
れ
た

休
業
補
償
額
は
約
２
５
６
０
万

円
な
の
に
、
な
ぜ
１
７
１
０
万
円
の
予

算
な
の
か
。

要
求
額
を
精
査
し
、
固
定
経
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
額
が
約

２
８
０
万
円
と
休
館
中
に
見
込
ま
れ
る

経
営
赤
字
額
約
５
７
０
万
円
（
前
年
度

の
同
月
を
参
照
）
を
差
し
引
い
た
額
が

１
７
１
０
万
円
で
あ
る
。

休
館
は
業
者
の
責
任
で
は
な
い

の
に
、
な
ぜ
赤
字
額
を
差
し
引

く
の
か
。

前
例
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
指
定
管
理
者
に
支
払
っ

た
休
業
補
償
費
に
お
い
て
も
赤
字
分
を

差
し
引
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
赤
字
額

を
差
し
引
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在

協
議
中
で
あ
る
。

協
議
中
で
あ
れ
ば
、
額
が
確
定

し
て
予
算
計
上
す
べ
き
で
は
。

１
月
４
日
か
ら
休
業
し
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
に
は
固
定
経

費
等
の
支
払
い
義
務
が
発
生
し
て
い

る
。
今
後
の
協
議
結
果
に
よ
り
、
計
上

し
て
い
る
休
業
補
償
額
に
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
、別
途
予
算
を
お
願
い
す
る
。

【
国
民
宿
舎
は
町
の
顔
で
あ
る
】

今
田
勝
正
議
員

　
国
民
宿
舎
は
町
の
顔
で
あ
る
。
多
く

の
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
町
に
お

金
を
落
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
町
民
の

願
い
で
あ
る
。
業
者
か
ら
予
算
増
額
の

要
請
な
ど
、
問
題
が
多
々
出
て
い
る
た

め
、
考
え
も
の
だ
と
思
い
、
反
対
す
る
。
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問

答

国
民
宿
舎
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問 答問答

反
対
討
論

問答

　
　
　

行政報告
　
28
年
９
月
末
に
建
設
工
事
に
着
工

し
、
29
年
12
月
末
に
病
院
に
引
き
渡
さ

れ
た
。
２
月
17
日
に
約
１
５
０
人
の
来

賓
や
関
係
者
を
招
き
、
新
病
院
完
成
記

念
式
典
お
よ
び
内
覧
会
を
、18
日
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
内
覧
会
を
開
催
し

た
。
３
月
１
日
に
旧
病
院
か
ら
入
院

患
者
移
送
を
行
い
、
３
月
２
日
か
ら

外
来
診
療
を
開
始
し
た
。

◆
診
療
科

・
内
科
　
・
消
化
器
科

・
人
工
透
析
内
科
　
・
外
科

・
整
形
外
科
　
・
皮
膚
科
な
ど
20
科

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
常
勤
医
師
16
人

◆
看
護
師
83
人

◆
薬
剤
師
や
医
療
技
術
職
、
事
務
職
員

　
な
ど
52
人

行
政
報
告
と
は
、
町
長
が

議
会
を
通
じ
て
町
の
重
要

な
問
題
の
経
過
等
を
住
民

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

芦
屋
中
央
病
院
の
開
院

芦屋中央病院

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです平成 30 年 5月 15 日　第 197 号⑦



　

　　
保
険
者
が
芦
屋
町
単
独
か
ら
福
岡

県
・
芦
屋
町
に
並
列
に
な
る
こ
と
に
よ

り
税
方
式
を
改
正
す
る
。

　
4
税
方
式
（
所
得
割
額
・
資
産
割
額
・

均
等
割
額
・
平
等
割
額
）
の
資
産
割
を

廃
止
し
、
3
税
方
式
に
変
更
し
、
国
民

健
康
保
険
の
健
全
運
営
の
た
め
国
保
税

を
改
定
す
る
。

◆
所
得
割
額
：
６
．
７
％
を

　
７
．
６
％
　
に

◆
均
等
割
額
：
１
万
９
０
０
０
円
を
　

　
２
万
円
に

◆
平
等
割
額
：
２
万
５
０
０
円
を
　
　

　
２
万
３
０
０
０
円
に

◆
改
定
時
期
：
30
年
4
月
よ
り

【
国
保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
】　
　
　
　
　
　

 

川
上
誠
一
議
員

　
こ
の
条
例
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
予
算

は
福
岡
県
が
保
険
者
と
な
り
「
医
療
費

抑
制
」
の
司
令
塔
を
担
う
仕
組
み
で
あ

る
。
国
保
に
対
し
て
住
民
が
望
ん
で
い

る
こ
と
は
「
払
え
る
保
険
料
と
安
心
し

て
使
え
る
医
療
保
険
」
で
あ
る
。
県
は

財
政
安
定
化
基
金
を
設
置
し
、
町
が
国

保
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
将
来
的

に
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
回
の
広
域
化
で
は
国
保
料
の
大

幅
な
引
き
上
げ
に
つ
な
が
り
、
住
民
の

願
い
と
の
矛
盾
が
大
き
く
な
る
。

　
退
職
給
付
の
民
間
均
衡
を
図
る
た

め
、
町
職
員
の
退
職
手
当
調
整
率
を
改

定
す
る
。

　
改
定
率
１
０
０
分
の
87
を
１
０
０
分

の
８
３
．
７
に
改
定
す
る
。

退
職
金
の
引
き
下
げ
額
は
い
く

ら
か
。

官
民
格
差
の
約
78
万
円
の
引
き

下
げ
と
な
る
。
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肺炎球菌予防接種の様子

条例等

国
民
健
康
保
険
税　

　

・
資
産
割
額
を
廃
止

　

・
健
全
運
営
の
た
め
平
均
５
．
８
％
増
額

一
般
職
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
等
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

役場の窓口

答 問

反
対
討
論

３
月
定
例
会
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高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
整
備
事
業
者

の
決
定
に
当
た
り
、
事
業
者
を
選
定
す

る
委
員
会
を
設
置
す
る
。

過
去
に
選
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
本
議
会
で

条
例
を
制
定
す
る
の
か
。

過
去
は
要
綱
に
基
づ
き
開
催
し

て
い
た
。
県
か
ら
の
補
助
金
交

付
お
よ
び
介
護
広
域
連
合
の
承
認
が
必

要
な
た
め
、
芦
屋
町
が
公
募
し
、
一
事

業
者
を
選
定
す
る
本
条
例
を
制
定
す

る
。

　
鶴
原
洋
一
氏
が
任
期
満
了
の
た

め
、
新
た
に
中
西
新
吾
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

人　事

問答

議案名 内容

　一般職職員の給与に関する条例等の改正
（満場一致・可決）　

　勤務時間 1 時間当たりの給与額を労働基
　準法に準拠した改正

　職員の育児休業等に関する条例の改正
（満場一致・可決）　

　再度の育児休業の取得等ができるための
　改正

　国民健康保険条例の改正
（賛成多数・可決）　

　30 年度から福岡県が財政運営責任主体と
　なるための改正

　後期高齢者医療に関する条例の改正　
（満場一致・可決）　

　住所地特例規定の変更のための改正

　地方独立行政法人芦屋中央病院評価委員会

　条例の改正　　　　　 （賛成多数・可決）　
　地方独立行政法人法の改正伴う改正

高
齢
者
福
祉
施
設
等
整
備
事
業

者
選
定
委
員
会
設
置
条
例
の
制

定　
　
　

（
満
場
一
致
・
可
決
）

副
町
長
の
選
任
同
意

（
満
場
一
致
・
同
意
）

その他の条例議案

中西新吾副町長

　
芦
屋
町
の
総
合
振
興
計
画
や
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
議
会

の
皆
さ
ま
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
な
ど
を
伺
い
、
波
多
野
町
長
を
支

え
る
補
佐
役
と
し
て
、
職
員
と
一
緒

に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
月
定
例
会

議会だよりあしやです⑨ 平成 30 年 5月 15 日　第 197 号
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　２８議案の表決にあたり、意見がわかれた議案の賛否について掲載しています。掲
載のない議案は、満場一致で可決されました。

３月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

○賛成、×反対、を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

一般職職員の退職手当に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

地方独立行政法人芦屋中央病院評価委員会条例の一部

を改正する条例の制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

地方独立行政法人芦屋中央病院定款の一部変更 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度芦屋町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸

付金特別会計補正予算（第２号）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度芦屋町国民宿舎特別会計補正予算（第１

号）
○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 29 年度芦屋町モーターボート競走事業会計補正

予算（第２号）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 30 年度芦屋町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 30 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸

付金特別会計予算
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 30 年度芦屋町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 30 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 30 年度芦屋町モーターボート競走事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

議会委員会条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

３
月
定
例
会
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一般質問 町政を問う
　３月５、７日に議員７人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について

所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書を提

出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約してい

ます。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

12 川上 誠一
◎防衛施設周辺受信事業

◎第７期介護保険事業計画と第７期高齢者福祉計画

13 松岡　泉 ◎学校図書館の充実

14 内海 猛年
◎老人憩の家の方向性

◎ギャンブル等依存症対策

15 貝掛 俊之

◎高校生に対する通学費補助

○芦屋町巡回バスのあり方

○中央病院跡地活用

16 今田 勝正

◎財政問題

◎国民宿舎の管理運営

○町の総合振興計画

17 妹川 征男

◎いじめ防止対策

◎老人憩の家の建て替え

○「児童生徒指導上の問題行動・事件・事故の対応について」の資料

18 田島 憲道

◎芦屋町の「地方創生」

○あしや観光大使の創設

○子育て支援

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

会議録
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７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

防
衛
省
は
基
地
周
辺
の

航
空
機
防
音
対
策
で
あ

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
半
額
補
助
の
一
部

廃
止
な
ど
を
決
め
た
が
、
町
の
対
象

と
な
る
世
帯
数
と
金
額
は
。

防
音
工
事
完
了
世
帯
が

２
４
０
世
帯
。
指
定
区

域
内
の
事
業
所
と
新
規
転
入
者
も
対

象
の
た
め
、約
２
４
０
万
円
と
試
算
。

町
独
自
で
指
定
区
域
外

の
山
鹿
地
区
の
受
信
料

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
。

30
年
度
は
予
算
計
上
し

て
い
る
た
め
継
続
す
る
。

打
ち
切
ら
れ
る
世
帯
も

町
が
負
担
す
べ
き
で
は
。

芦
屋
地
区
の
補
助
は
検

討
す
る
。

基
地
対
策
協
議
会
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
助
成

制
度
を
継
続
す
る
よ
う

に
要
望
書
を
提
出
す
る
。

厚
木
基
地
や
横
田
基
地

の
周
辺
自
治
体
は
国
や

防
衛
大
臣
に
対
し
て
、
見
直
し
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。
郡
内
３

町
も
受
信
料
補
助
の
対
象
と
な
る
た

め
、
郡
町
長
会
で
申
し
入
れ
す
る
べ

き
で
な
い
か
。

突
然
の
打
ち
切
り
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
。
２
月
20
日
の
全
国
基
地
協
議

会
で
打
ち
切
り
に
つ
い
て
問
題
提
起

を
し
た
。
今
後
、
郡
町
長
会
や
福
岡

県
で
も
し
っ
か
り
対
処
し
た
い
。

介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
変
わ
っ
た
点
は
。

年
金
年
収
が
３
４
０
万

円
以
上
の
方
は
利
用
料

が
３
割
負
担
と
な
る
。
ま
た
、「
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
創
設
し
、
高
齢

の
障
が
い
者
は
、
指
定
を
受
け
た
事

業
所
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

３
割
負
担
に
耐
え
ら
れ

る
か
疑
問
。
今
後
、
原

則
２
割
に
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
保
険
料
は
月
額
で
６
５
２
円

増
え
て
６
１
９
７
円
と
限
度
額
を
超

え
る
が
、
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

高
齢
者
に
と
っ
て
負
担

は
小
さ
く
な
い
が
、
現

在
は
、
全
国
平
均
と
変
わ
ら
な
い
。

ＮＨＫ受信料補助が一部廃止さ
れるが、町の対応は

突然の打ち切りはあってはならな
い。今後、防衛省と折衝する

町　長

課 

長
議 

員

議 
員

町 

長

課 

長

議 

員

議 

員

課 

長

芦屋基地航空祭の様子（Ｈ 30.2.18 撮影）

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

防
衛
施
設
周
辺
受
信
事
業

課 

長
議 

員

議 

員

介
護
保
険
事
業
計
画

課 

長
議 

員

課 

長

３
月
定
例
会
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学
校
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
役
割
と
機
能
は
。

読
書
セ
ン
タ
ー
、
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
、
教
員

サ
ポ
ー
ト
の
３
つ
の
機
能
が
あ
る
。

新
た
に
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
の
高
ま

り
や
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
へ
の
対

応
の
観
点
か
ら
、
学
校
内
に
お
け
る

心
の
居
場
所
と
し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、「
本
が
古
い
」、

「
必
要
な
資
料
が
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
が
あ
る
が
、
学
校
図
書
館
の
充

実
度
は
。

限
ら
れ
た
予
算
と
人
員

体
制
の
中
で
、
学
校
司

書
や
司
書
教
諭
た
ち
が
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
全
国
標
準
程
度
以
上
の
充

実
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
や
教
員
の
利

活
用
状
況
は
。

４
校
と
も
、
１
日
平
均

５
人
か
ら
20
人
程
度
の

利
用
と
な
っ
て
い
る
。
教
員
は
、
資

料
の
保
管
場
所
が
学
校
に
よ
っ
て
違

う
た
め
、
差
異
が
あ
る
。
授
業
で
の

利
用
は
、
週
１
回
程
度
で
あ
る
。

備
品
は
、
蔵
書
管
理
や

資
料
を
収
集
す
る
た
め

の
機
器
が
必
要
な
の
で
は
。

蔵
書
管
理
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
バ
ー
コ
ー

ド
機
能
や
、
司
書
の
情
報
収
集
機
能

を
確
保
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
必
要
と
考
え
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校

図
書
館
の
人
的
、
物
的

な
体
制
の
条
件
整
備
や
支
援
を
行
う

責
務
が
あ
る
が
。

学
校
が
学
校
図
書
館
の

機
能
を
十
分
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
支
援
し
、
学
校
図
書
館

の
充
実
に
向
け
た
政
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児
童
生
徒
が

落
ち
着
い
て
読
書
が
で
き
る
よ
う
、

安
ら
ぎ
の
環
境
や
知
的
好
奇
心
を
醸

成
す
る
開
か
れ
た
学
び
場
と
し
て
の

環
境
を
整
え
た
い
。
ま
た
、主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の

学
び
を
効
果
的
に
進
め
る
基
盤
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
優

先
順
位
を
決
め
な
が
ら
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

課 

長
議 

員

課 

長
議 
員

課 

長

課 

長
議 

員

学校図書館における教育委員会
の責務は

学校図書館の充実に向けた政策を
推進すること

学校教育課長

芦屋東小学校の図書館

議 

員

議 

員

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

松
まつ

　岡
おか

　　泉
いずみ

学
校
図
書
館
の
充
実

 
教
育
長

３
月
定
例
会
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一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

内
うち

海
うみ

猛
たけ

年
とし

３
月
定
例
会

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

老
人
憩
の
家
は
築
40
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
の
方
向
性
が

示
さ
れ
な
い
が
、
課
題
は
何
か
。

建
て
替
え
等
の
課
題
は
、

①
利
用
者
の
減
少
②
浴

場
を
整
備
し
た
場
合
の
利
用
者
負
担

と
維
持
費
の
問
題
③
今
後
30
年
間
で

公
共
施
設
の
延
床
面
積
を
25
％
削
減

す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
④
高
齢
者
の

支
え
合
い
を
進
め
る
住
民
グ
ル
ー
プ

の
活
動
拠
点
の
必
要
性
等
で
あ
る
。

23
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
に
利
用
者
が
約

１
万
５
０
０
０
人
（
27
％
）
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

利
用
さ
れ
て
い
た
高
齢

者
の
方
が
介
護
施
設
に

入
所
さ
れ
る
こ
と
や
施
設
の
改
修
に

よ
る
休
業
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

建
て
替
え
を
含
め
、
今

後
の
方
向
性
は
。

老
人
憩
の
家
の
廃
止
は

考
え
て
い
な
い
。
高
齢

者
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
①
介
護
予

防
の
推
進
②
日
常
生
活
の
支
援
③
高

齢
者
が
孤
立
し
な
い
地
域
福
祉
の
推

進
等
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
考
え
、
検
討
す
る
。

建
て
替
え
に
は
、
用
地

や
財
源
の
問
題
が
あ
る
。

中
央
病
院
跡
地
の
利
用
計
画
は
。

中
央
病
院
跡
地
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
や

引
き
こ
も
り
防
止
、
観

光
客
集
客
の
観
点
か
ら
、
温
泉
の
掘

削
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

掘
削
に
は
億
単
位
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
老

人
憩
の
家
の
問
題
は
、
福
祉
行
政
と

し
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

競
艇
事
業
施
行
者
と
し

て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

対
策
に
取
り
組
む
責
務
が
あ
る
が
、

取
り
組
み
は
。

相
談
窓
口
の
設
置
、
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

場
内
映
像
を
活
用
し
た
注
意
喚
起
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

老人憩の家の建て替えを含め、
今後の方向性は

老人憩の家の廃止は考えていない。
高齢者の課題を考え検討する

福祉課長

課 

長
議 

員

議 

員

課 

長

課 

長

議 

員

議 

員

課 

長

老朽化が進む鶴松荘

老
人
憩
の
家

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策

議 

員

町 

長

議 

員

課 

長
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一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

３
月
定
例
会

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

通学費補助制度は町外に通学す
る中学生まで拡充しないのか

保護者負担の軽減のため、今後、
実施していきたい

学校教育課長

通
学
費
補
助
に
つ
い
て

利
用
者
が
見
込
み
よ
り

少
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
原
因
は
。

27
年
10
月
か
ら
開
始
し

た
制
度
で
、
当
初
の
利

用
率
は
見
込
み
数
の
約
17
％
。
周
知

不
足
と
認
知
度
の
低
さ
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。
29
年
度
現
在
の
利
用
率

は
32
％
と
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
で
も

見
込
み
の
３
分
の
１
で
あ
る
。
駅
ま

で
の
保
護
者
送
迎
、
学
校
送
迎
バ
ス

の
利
用
、
自
転
車
通
学
等
の
比
率
が

高
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
駅
ま
で
保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
場

合
に
、
折
尾
以
遠
の
高
校
に
通
っ
て

い
る
生
徒
は
、
折
尾
か
ら
先
の
交
通

費
を
補
助
で
き
な
い
か
と
い
う
要
望

が
あ
る
。
利
用
率
を
上
げ
る
た
め
、

補
助
制
度
を
改
善
す
る
意
向
は
。

駅
ま
で
保
護
者
が
送
迎

し
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
生
徒
が
一
定
数
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
通
学
費
補
助
制

度
の
要
綱
の
第
１
条
に
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
財
源
確
保

な
ど
に
つ
い
て
関
係
部
署
と
調
整
が

必
要
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

町
外
の
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
が
近
年
、

増
加
し
て
い
る
。
制
度
を
中
学
生
ま

で
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

要
綱
の
第
１
条
に
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
と
明
記
し
て
お

り
、保
護
者
負
担
軽
減
と
定
住
促
進
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
高
校
生

だ
け
で
は
な
く
、
町
外
に
通
学
す
る

小
中
学
生
を
含
め
て
、
新
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
関
係
部
署
と
調
整

し
て
い
く
。

30
年
４
月
か
ら
実
施
す

る
た
め
に
は
、
財
源
措

置
等
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
当
に
実

施
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
要
綱
を
作
成
し
た

際
、
中
学
校
は
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
中
学
生
も
芦
屋
の
住
民
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
町
外
の
中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
小

中
学
生
ま
で
補
助
す
る
こ
と
は
必
ず

や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。

議 

員
課 

長

議 

員

町 

長

議 

員

議 

員

課 

長

課 

長

バス通学を行う高校生

貝
かい

掛
かけ

俊
とし

之
ゆき

高
校
生
に
対
す
る
通
学
費

補
助
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広
報
あ
し
や
の
ま
ち
の

家
計
簿
に
「
町
の
財
政

は
健
全
化
比
率
か
ら
見
て
健
全
な
状

態
に
あ
る
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
健
全
と
言
え
る
の
か
。

大
変
有
利
な
過
疎
債
と

は
い
え
、
３
割
は
税
金

等
の
一
般
財
源
で
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め

の
指
標
が
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
一
つ
の
実
質
公

債
費
比
率
で
あ
る
。
こ
の
健
全
化
判

断
比
率
の
各
指
標
に
は
、
財
政
運
営

上
、
特
に
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら
、

結
果
と
し
て
黒
字
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

依
存
財
源
か
ら
脱
却
し
、

自
主
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、

定
住
促
進
奨
励
金
や
、

中
古
住
宅
解
体
後
の
新
築
住
宅
建
築

補
助
金
、
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補

助
金
な
ど
の
定
住
促
進
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
競
艇
事
業
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保
が
あ
る
。
こ
こ
数

年
は
４
億
円
か
ら
６
億
円
を
繰
り
入

れ
て
い
る
。

　
依
存
財
源
で
は
あ
る
が
、
事
業
を

推
進
す
る
上
で
、
国
や
県
の
補
助
金

確
保
は
必
要
。
過
疎
債
も
借
入
額
の

７
割
が
交
付
税
措
置
の
た
め
、
効
果

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
　

町
は
指
定
管
理
者
に
対

し
て
、
監
督
や
指
導
、

責
任
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い
る

の
か
。

指
定
管
理
者
に
対
し
て

業
務
計
画
書
お
よ
び
業

務
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い

る
。
業
務
報
告
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
利
用
状
況
お
よ
び
利
用

動
向
、
営
業
収
入
の
実
績
、
管
理
経

営
の
状
況
等
、
各
月
ご
と
に
説
明
を

受
け
、状
況
を
随
時
確
認
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
双
方
で
協
議
等
を
し

て
い
る
。

自主財源を確保するため、どの
ように取り組んでいるのか

定住促進対策や、競艇事業による
自主財源確保に取り組んでいる

財政課長

議 

員

課 

長

課 

長
議 

員

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

議 

員

今
いま

田
だ

勝
かつ

正
まさ

財
政
問
題

国
民
宿
舎
の
管
理
運
営

課 

長

広報あしや 892 号に掲載された 28 年度まちの家計簿

３
月
定
例
会
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

いじめ防止対策について、条例
を設定するべきではないか

教育委員会定例会で検討する

学校教育課長

い
じ
め
問
題
は
国
・
地

方
公
共
団
体
・
学
校
・

家
庭
・
地
域
住
民
等
の
連
携
の
も
と
、

社
会
全
体
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む

べ
き
だ
。
25
年
６
月
に
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
（
推
進
法
）
が
施
行
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
も
複
数
の
い
じ
め

自
殺
が
ニ
ュ
ー
ス
等
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
い
じ
め
の
定
義
は
。

心
理
的
ま
た
は
物
理
的

な
影
響
を
与
え
る
行
為

で
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
る

も
の
で
あ
る
。

い
じ
め
の
態
様
に
は
、

肉
体
的
苦
痛
・
精
神
的

苦
痛
・
犯
罪
行
為
・
性
的
な
い
じ
め

が
あ
る
。
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
、

ど
の
学
校
に
も
起
こ
り
得
る
と
い
う

認
識
を
持
ち
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
推
進
法
の
理
念
の
た
め
教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

き
た
か
。

26
年
に
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
を
策
定
し
た
。

推
進
法
第
14
条
に
よ
る

「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
」
の
組
織
化
は
。

小
中
学
校
教
員
や
教
育

長
、
指
導
主
事
等
で
組

織
す
る
小
中
生
徒
指
導
部
会
合
同
で

毎
月
１
回
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
特
別
に
「
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
」は
組
織
化
し
て
い
な
い
。

推
進
法
の
周
知
徹
底
が

十
分
で
な
く
、
い
じ
め

防
止
対
策
組
織
も
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
。
い
じ
め
防
止
対
策
に
実
効

性
を
も
た
せ
る
た
め
、
条
例
を
設
定

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
員
の
思
い
、
意
見
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
定
例
会
で
検
討
す
る
。

 

10
年
前
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
建
て
替
え
は
。

建
て
替
え
の
場
所
、
駐

車
場
の
確
保
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
の
最
大
公
約
数
を
考
え

て
も
5
年
は
か
か
る
。

そ
の
間
の
老
人
憩
の
家

の
修
繕
は
機
敏
に
行
う

必
要
が
あ
る
が
。

10
万
円
を
超
え
る
大
掛

か
り
な
修
繕
は
町
が
対

応
す
る
た
め
、
別
途
予
算
を
組
ん
で

い
る
。

議 

員

議 

員

議 

員

課 

長

課 

長

課 

長

山鹿荘で囲碁・将棋を楽しむ利用者

議 

員

課 

長

妹
いも

　川
かわ

　征
いく

　男
お

い
じ
め
防
止
対
策

老
人
憩
の
家
の
建
て
替
え

議 

員

町 

長

議 

員

課 

長

３
月
定
例
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総
合
戦
略
の
一
つ
、
芦

屋
な
ら
で
は
の
起
業
の

支
援
に
、
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
推
進

す
る
と
あ
る
。
具
体
的
な
も
の
が
見

え
な
い
が
、
進
捗
状
況
は
。

設
備
投
資
が
少
な
く
、

個
人
で
も
起
業
で
き
る

Ｉ
Ｔ
関
連
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
イ

タ
ー
な
ど
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
起
業
支

援
や
誘
致
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ま

だ
残
念
な
が
ら
で
き
て
い
な
い
。
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
北
九
州
都
市
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
計
上
し
て
お

り
、
町
内
に
10
席
程
度
の
空
き
事
務

所
な
ど
が
あ
れ
ば
、
北
九
州
市
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
内
に
オ
フ
ィ
ス
誘
致

が
可
能
な
テ
ナ
ン
ト
は

な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
場
所
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

具
体
的
な
場
所
は
、
今

後
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

町
長
は
、
過
去
に
学
校

の
統
廃
合
は
い
ず
れ
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
答
弁
し

た
。
学
校
の
統
併
合
に
よ
り
、
公
共

施
設
を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
。
現

在
、
中
学
校
の
空
き
教
室
は
、
35
教

室
。
３
つ
の
小
学
校
で
常
時
使
用
し

て
い
る
教
室
の
合
計
が
33
教
室
。
各

校
に
特
別
支
援
ク
ラ
ス
を
含
む
の

で
、
数
字
上
、
中
学
校
に
お
い
て
の

小
学
校
の
併
合
は
十
分
に
可
能
だ
。

小
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
行
政
が

活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
。

す
ば
ら
し
い
発
想
だ
。

そ
う
い
う
考
え
方
も
あ

る
の
か
。
た
だ
、
以
前
か
ら
小
学
校

の
統
合
は
、
山
鹿
は
１
つ
、
芦
屋
は

２
つ
あ
る
か
ら
、
芦
屋
側
の
統
合
だ

ろ
う
と
よ
く
論
議
さ
れ
る
。
こ
れ
が

行
政
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
日
本
人

は
伝
統
を
重
ん
じ
る
。
町
を
愛
す
る

気
持
ち
や
、
人
々
の
郷
愁
を
大
事
に

し
な
く
て
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
合
理

的
に
や
っ
て
い
い
の
か
、
そ
の
整
合

性
が
非
常
に
難
し
い
。
住
民
の
機
運

が
盛
り
上
が
ら
な
い
と
で
き
な
い
。

　
芦
屋
町
は
、
土
地
が
な
い
の
で
、

東
小
、
芦
小
、
中
学
校
の
ど
ち
ら
か

一
つ
に
な
れ
ば
、
あ
れ
だ
け
の
広
大

な
土
地
と
校
舎
な
の
で
、
有
効
利
用

で
き
る
こ
と
は
、
一
計
に
値
す
る
。

中学校に小学校を併合すること
ができると考えるが、どうか

広大な土地と校舎を有効利用でき
ることは一計に値する

町　長

田
た

島
じま

憲
けん

道
どう

議 

員

議 

員
議 

員

課 

長

課 

長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

町 

長

芦
屋
町
の
「
地
方
創
生
」

各小中学校の使用している教室と空き教室数（平成 30 年 5 月 1 日現在）

３
月
定
例
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一 

般 

質 

問

委
員
会
視
察

日　程：１月２３日～２４日

視察先：熊本県御船町・福岡県須恵町

視察者：川上誠一・内海猛年・妹川征男・刀根正幸・松岡泉

　生涯現役プラチナ応援事業（石岡市）

　石岡市は、「プラチナ応援事業」を推進している。
　「プラチナ応援事業」とは、市や当該事業の受

託者である社協の指定する講演会や教室に参加す

るとポイントがもらえる制度である。ポイントが

たまると、市施設や市内の協賛店で利用できる。

現在では、路線バスやタクシーにも利用できるよ

うに改善が図られていた。高齢者が生き生きとし

た生活を過ごす原動力で根幹をなすものは、が

んばろうとい

う気概が一番

大事であろう。

こ の 事 業 が、

気概の醸成に

結び付くかど

うかは別とし

て、高齢者を

元気づけていることは間違いないようであった。

芦屋町も高齢化が進んでいる状況であり、参考と

すべき点は多かった。

　地域資源活用とバイオマス・再生可能

　エネルギー活用（那珂川町）

　那珂川町は、家庭から出る生ごみや間伐材など
の利用されていないバイオマス資源を町内にある

企業の機能を利用して、堆肥化や発電事業、発電

排熱を利用した農業など、新たな産業を興して活

力ある循環型社会の構築に取り組んでいる。訪問

した㈱ピラミッドでは、汚泥を堆肥化していた。

家庭の生ごみは、一部の地域で回収、畜産農家で

堆肥化していた。地元では、その堆肥が製品とし

て安価で販売されている。芦屋町では、このよう

な企業は存在せず、環境的には異なるが、不要と

なったものを再利用し、活力ある循環型社会の実

現を目指す取り組みは、十分に理解できた。

民生文教常任委員会視察レポート

議会広報常任委員会視察レポート

日　程：２月７日～２月９日

視察先：茨城県石岡市・栃木県那珂川町

視察者：松岡泉・辻本一夫・横尾武志・川上誠一・貝掛俊之・内海猛年

石岡市での視察の様子

　若者の関心を引くために（御船町）

　議会だより「あおぞら２１」は、27 年度全国

議会広報コンクールで特別奨励賞（企画・構成部

門）、28 年度は特別評を受賞している。御船町議

会は通年議会制であり、毎月定例会が開催されて

おり、定例会の翌月の月末には議会だよりを発行

しているという。若者の関心を引くために、熊本

大学の学生と協力し議会だよりを作成した年も

あったとのこと。芦屋町でも議会だよりサポー

ター制度や町民ア

ンケートを実施す

るなどして、広報

が町民にとって身

近なものになり得

るよう努めていき

たい。

　テーマを決めた表紙写真（須恵町）

　議会だより「須恵」は、26 年度全国議会広報

コンクールで奨励賞（表紙写真部門）、27 年度は

金賞（表紙写真部門）を受賞している。

　須恵町では表紙をシリーズ化しており、現在の

テーマは「未来を担う子どもたち」である。毎月

それぞれのイベントに出向き、子どもたちの表情

に気をつけながら写真を撮影している。また、誰

でも読めるようにするためルビを多く活用してい

る。芦屋町では表

紙用の写真を町民

から公募すること

も検討し、より手

にしてもらえる広

報作りに努めなけ

ればと感じた。
須恵町での視察の様子

御船町役場玄関前にて

３
月
定
例
会
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議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
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行
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議
会
　
編
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会
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印
刷
●
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式
会
社

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
田
島
　
憲
道

　
委
　
員
　
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
か
？
　
選

挙
が
終
わ
れ
ば
「
町
議
会
議

員
に
町
政
を
任
せ
た
」
と
い

う
皆
さ
ん
の
意
識
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
議
会
の
傍
聴
者
が

少
な
く
、
町
民
の
議
会
離
れ

が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
議
員
の
町
民
離
れ
が

あ
る
の
で
は
？
と
、
問
わ
れ

ま
す
。
町
民
の
た
め
の
議
会

を
目
指
す
た
め
に
議
員
一
人

一
人
の
議
会
活
動
の
有
り
様

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
民

と
議
会
の
懸
け
橋
と
し
て
の

議
会
だ
よ
り
を
意
識
し
な
が

ら
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
議
会
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

妹
川
　
征
男

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
妹
川
　
征
男

　
委
　
員
　
　
刀
根
　
正
幸

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

議 

員 

控

 

室

町かど

インタビュー
Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　ひじきの加工を始めたきっか

けは？

　ひじきは体によく、美容食になります。

芦屋町の特産品になるようにがんばりた

いです。

今後、町に要望することは？

Ａ

Ａ

ひ
じ
き
を
釜
で
茹
で
て
い
る
様
子

　海産物のブランド化について芦屋町でひじきを加

工している山形年春さんにインタビューしました。

議
会
事
務
局

職
員
の
人
事
異
動

　

平
成
30
年
４
月
１
日
付
で
、

池
上
局
長
が
企
画
政
策
課
長
と

し
て
異
動
し
、
中
野
係
長
が
局

長
と
な
り
、
新
し
く
横
田
係
長

が
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

右から中野局長、横田係長、
中山（書記）、吉住（事務員）

議会を傍聴してみませんか？

次回の定例会は６月11日開会予定

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。

また、本会議は役場１階ロビーでライブ中継をし

ています。
※�日程は変更になる場合があり、最終決定は６月上旬に開

かれる議会運営員会で行われます。傍聴を希望する方は

議会事務局にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

ひじきの天日干しの様子

　ひじきのブランド化について

の考えは？

　町内にひじきで 6次産業をしてる人

がいないため、ひじきを加工し、直営所

等で販売することで、町に貢献したいと

思ったのがきっかけです。

　柏原漁港西方の護岸工事をされました

が、まだ波しぶきで塩害が発生している

ため、どうにかしてほしいです。

議会だよりあしやです平成 30 年 5月 15 日　第 197 号 ⑳


